






















　薩摩藩・島津久光は文久 2 年（1862）4 月の率兵上京を嚆矢として、主と
して中央政局において国事周旋を精力的に展開し、国政に容喙し続けた 1。



















勝利であった。このため、中央政局に見切りをつけた久光は、4 月 15 日に
退京した。
　その後の中央政局は、最大の課題である長州藩への対応を巡って動揺を続
けた。8 月 18 日政変以降、朝廷・幕府・朝政参与諸侯は長州征伐を肯定し、
具体的な計画段階にあった。しかし、それが実効性を伴わない中で、池田屋












































































　これによると、8 月 18 日政変は天皇の意志であり、その後の勅命は偽勅
でないこと、大和親征は王政復古派に迫られたもので全く本意でないこと、








































　その後、7 月 11 日の朝議において、「可討哉之諭殿（二条斉敬）・尹（朝彦親王）
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実行すると断言し、一致協力を求めたため、諸藩は同意に至った。






































　しかし、8 月 18 日政変を真似たクーデター計画は、あっけなく失敗に帰
することになった。その最大の誘因は、孝明天皇がこのクーデターに全く与
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第３章　戦闘状況と小松の動向
　7 月 18 日、大目付永井主水正、目付戸川鉾三郎・小出五郎左衛門より慶
喜の命として、各藩の守備について沙汰があった。「天龍寺、一ノ先 松平修




　実際の戦闘について、小松書簡（大久保一蔵宛、7 月 20 日）26 によると、
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